
[Ⅰ] 

（１）11  （２）12  （３）16  （４）17  （５）32  （６）23 

（７）26  （８）29  （９）39  （10）43  （11）41 

[Ⅱ] 

 （１）4  （２）4  （３）2  （４）4  （５）1  （６）3 

 （７）1  （８）2  （９）2  （10）3  （11）3 

[Ⅲ] 

 

～講評～ 

Ⅰ 閉菅開菅による気柱での共鳴に関する問題でした。共鳴に関する基本的なイメージが出来ている受験生には難

しくはなかったと思います。計算量も多くはありませんでした。 

Ⅱ 点電荷による、電場と電位の問題でした。これも定番中の定番問題で、例題演習を積み重ねてきている受験生

には演習経験があったでしょう。 

Ⅲ 力学・摩擦力に関する問題でした。Ⅰ・Ⅱと比較すると少しは計算量もありましたが、これも基本的なことだけ

で、特に複雑な解法もなく、時間も掛からなかったでしょう。 

 

総合的に見て、計算量も少なく、ストレスのかかる問題もなく、物理の得意な受験生であれば満点もあり得るも

のだったと感じます。ボーダーとしては、80％程度が予想されるところです。 

 


